
■研究の背景
セルロースナノファイバー（CNF）は循環型資源かつ優れた機械的・熱的特性を有することか

ら、近年、新たな樹脂補強用繊維として注目されています。一般的なCNFは木材由来のパルプを
原料としてトップダウンプロセスによって作製されますが、セルロース合成菌（酢酸菌）を利用
してボトムアップ的にCNF（NFBC）を作製することも可能です。このNFBCはトップダウンプ
ロセスで得られたCNFと比べ、アスペクト比が非常に大きく、高い結晶性を有しているため、良
好な樹脂補強性が期待されています。

また、CNFのもう一つの特徴にガラス繊維と比べて屈曲性に富むため、繊維が折れにくく、良
好なマテリアルリサイクル性を示すことが知られています。そこで、NFBC強化プラスチックに
おいても同様の特徴が確認できるか、リサイクル性について評価を行いました。

■研究の要点
１．NFBCとプラスチックの複合化
２．NFBC強化プラスチックのリサイクル試験
３．NFBC強化プラスチックのリサイクル特性

■研究の成果
１．バッチ式混練機を用いてNFBCとPCLの複合化を行いました。
２．混練時間を変えることで、リサイクル時に想定される混練回数の異なる試料を作製しました
（１サイクル=混練時間５分とみなす）。

３．ガラス繊維強化プラスチックは混練により曲げ最大強さが８割前後に低下するが、NFBC強化
プラスチックは物性の低下が見られず、マテリアルリサイクル性に優れることがわかりました。
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